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抗 Rpn11 / Pad1 (S. pombe) 抗体, ウサギ血清 

63-133   100 ul   

 

保存: 4℃で輸送、-20℃で保存 

反応特異性: S. pombe  Rpn11 / Pad1 

抗原: リコンビナント S. pombe 全長 Rpn11/ Pad1                 

用途: 

1. ウエスタンブロッティング (1/300~1/1,000)    

 2. 免疫沈降 

 

形状: 0.05% sodium azide添加血清 
  

背景：分裂酵母 Schizosaccharomyces pombe のRpn11/ Pad1 は 34.6 kDa のタンパク質で、ユビキチン

化されたタンパク質の ATP 依存性分解を行っている 26S プロテアソームの構成成分である。

Transcription factorの Pap1 は positive regulatorのRpn11/ Pad1、negative regulatorの Crm1と相互

作用することによって制御されている。どちらのタンパク質も細胞の生存に不可欠であり、また染色体構

造を保つのに必要である。Rpn11/ Pad1 は staurosporine 耐性に必要であり、またその他の薬剤

cycloheximide や caffeineへの耐性にも必要である。  

データリンク: Swiss-Prot P41878  
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図. 抗 Rpn11 抗体を用いたウエスタンブロッ

トによる分裂酵母租抽出中の Rpn11 タンパク

質の同定. 

1. 内在性の Rpn11タンパク質 

2. 野生型 rpn11 遺伝子をプラズミド上に持つ

細胞中に発現した Rpn11タンパク質 

3. 野生型と欠失型 Rpn11 遺伝子をプラズミド

上に持つ細胞中に発現した Rpn11 タンパク

質 (34.6 kDと 33.0 kD) 
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